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　０００




　なまじ毎日学校で顔を合わせるものだから、案外戦場ヶ原と日曜日に会うという機会は少なかったりするのだが、その日は珍しく、しかも昼間から彼女と会う約束をしていた。

　というのも、日曜日しか使えないケーキブッフェの無料券なるものを、彼女は父親からもらったらしく、それを活用しようという企画が突如持ち上がったのだ。なんでも庶民には大層敷居の高いスィーツ・カフェらしく、格調を維持するためなのか普段はブッフェなどという海賊的行為はしていないらしいのだが、開店何周年だかの記念イベントだそうである。

　ケーキ食べ放題ということで、もしもラインナップの中にドーナツが並んでいたら、忍が僕の影の中から登場しかねないと危惧しないでもなかったけれど、そもそもあいつは戦場ヶ原の前で外に出てきたことはなかったし、ミスタードーナツ以外のドーナツにはあまり食指を動かさないので（基本的に奴は人間の食べ物を食さない）、安心しておいていいだろう。

　あと危惧と言えば、その店の外観が若干、男子が入るには勇気を必要とするデコレーションだったことも僕に大いに二の足を踏ませたけれど、そこはまあ我慢の子である。

　戦場ヶ原の嫌がらせとしてはまだ大人しい部類だし、ケーキ自体が相当バリエーションに満ちていて、味もこれまで食べたことがないほどにおいしかったので、その辺りはすぐに気にならなくなった。

　うむ、美味美味。

　大抵のことは、おいしい食べ物を食べるとどうでもよくなるな。人間がいかに食欲に支配された生物であるかということを実感できる。

　いや、それは吸血鬼だって同じことだけれど。

「戦場ヶ原。お前、太った？」

　で。

　一息ついたところで、ふと思ったことを言ってみた。

　最近はあんまリバラエティ番組でもそういうのはないんだっけ、まあでもわかりやすいたとえなので使ってしまうが、次の瞬間、パイ投げのパイのごとく、ショートケーキが僕の顔面めがけて飛んできた。

　お客さんがたくさん食べられるようになのか、それとも元々そういうデザインなのか、ショートケーキと聞いて一般に想像するサイズよりも随分ミニサイズだったので、幸いそれは、僕の顔や服を汚すことなく、そのまま僕の口に収まった。

　ダイレクトな食事である。

「は？　何かほざいた？　阿良々木くん」

　戦場ヶ原の目の、瞳孔が開いていた。

　無表情だけに超怖い。

「女の子は太ったりなんかしないわ」

「え……そうなの？」

「ええ。女の子は増えるのよ」

　フォークを手にとって、あてつけのように、戦場ヶ原はテーブルの上にあらかじめ取り置いてあったケーキを端から順に、更にペースアップして食べ始めた。

「太ったのではなく、増えたのだと考えなさい」

「…………」

　すげえ解釈だ。

「こうやっていっぱい食べて、そのうち私が二人分になってあげるわ」

「色々怖いよ」

　解釈も怖いし、お前が二人いるっていうのも怖いよ。

「つーか、お前、元が細過ぎるから、ちょっとでも体重が増しただけで肉が目立つんだな」

「肉が目立つとか言うな」

　戦場ヶ原さんはフォークを構えましたよ。

　彼氏の僕に対して。

　……まあ、ちょっと前までの戦場ヶ原なら、容赦なく最初から、ケーキではなくそちらを投擲とうてきすることで僕を攻撃してきただろうことを思えば、彼女も随分穏やかになったものである。

　丸くなったとは言わない。さすがに。

「そもそも阿良々木くん、女子に対して体重の話を振るなど、デリカシーがなさ過ぎるわよ」

「ん」

　言われてみればそうか。

　いやまあ、戦場ヶ原が本当においしそうに、ケーキをばくばくと、僕にも紅茶にも目もくれずに食べているのを見て、ついついちょっかいをかけたくなってしまったのだ。

　この鉄面皮ちゃんあるいは鉄仮面ちゃんが、少しだけだけども、顔をほころばしてたんだぜ。

　いたずら心も芽生えようというものだ。

「確かに最近の私は、ちょっぴり体重が増したと、言えなくもないけれど」

「ああ。本当にそうなんだ」

　気のせいかとも思ったけど。

　僕の視覚も案外あなどれない。

「ええ。具体的には五キロくらい」

「結構増えてねえか、それ！？」

　五キロって！

　それ、蟹に憑かれてた頃のお前の体重と一緒じゃん！

　そういう意味では、本当に一人分増えている。

「いいじゃない。最近は飛び出す映像とかはやってるみたいだし」

「いやどうだ。肉が飛び出したらまずいんじゃないか」

「うるさいわね。あなたの内臓を飛び出さすわよ」

　とんだ内臓脂肪である。

　そんな３Ｄは嫌だ。

　うーむ。

　さすがにそんなに太った……もとい、増えたようには見えないけれど、うーむ。

「お前、やっぱ陸上部に戻ったほうがいいんじゃないのか？ スタイルを維持できてねーじゃん」

「むむ」

　昔の話、特に中学生時代の話を持ち出されるのを殊更ことさら嫌う戦場ヶ原だったが、このときばかりは思うところがあったのか、反論もなく思案するような顔をしたのだった。

「ただまあ、一つ言い訳をすると」

　言いながら、しかしケーキを食べ続ける戦場ヶ原。

「こんな風に、好きなものをおなかいっぱい食べられる人生というのは、ちょっと前までの私では考えられなかったから、嬉しくてね」

「うん？」

「ほら。例の蟹さんのせいで、体重がなかったじゃない──私。だから、着る服の重みを制限していたように、食事量も制限していたのよ」

　食べ過ぎたら──重いから。

　戦場ヶ原はそう言った。

「ああ……」

　頷く僕。

　なるほど。

　元が細過ぎる──という理由は、そんなところにあったわけだ。

　そもそも、戦場ヶ原の身長は女子にしてはかなり高めだし（僕より高い）、五キロ増えたところで、実際はまだまだ、彼女のウエイトは標準体重には足りていないままなのかもしれない。

「好きなものがおなかいっぱい食べられるというのは、いいわ。好きだって、実感できるもの」

　戦場ヶ原は、繰り返して言う。

「何かを好きでいるときは、私は少しだけ救われたような気持ちになれるのよ。私自身は色々と踏み誤った人間かもしれないけれど──でも、少なくとも素晴らしいものを素晴らしいと思えるだけの感性を持っているんだと思うと、自分で自分を、少しだけ許せる」

「許せる──」

　救われる。

　いや──それは僕にもわかる。

　わかると言うより、身につまされる。

　あるいは逆なのかもしれない。

　何かを好きになることでしか救われることもなく許されることもないのが、僕や戦場ヶ原のような人間なのかもしれない──

「好きなものを好きでいる自分が好き、とか、恋に恋する女の子、とか、そういうフレーズって概ね否定的な意味合いで使われがちだけど──それの何がいけないのって、私は思うわ」

　そんなのは、自分を嫌いになったことがない人間の物言いよ──と、彼女は言う。

「かもしんねーな。……ただそれはケーキを食べ過ぎる言い訳にはならないと思う。ものには限度というものが」

「そうね」

　頷きつつも手を止めない戦場ヶ原。

　そもそも戦場ヶ原家は経済状態が芳しくないので、こういう機会にたっぷり食べておこうという姿勢もあるのかもしれない。

　まあデリカシーがないついでに言ってしまえば、僕的には女子はふっくらしているほうが気持ち可愛いと感じるので、なんならもう二キロくらい増えてくれてもいいと思う。

「神原と一緒にジョギングでもしようかしら」

「やめておけ。あいつのダイエット術は常人に真似できるものじゃない」

「ところで、言いながら阿良々木くんも結構食べてるじゃない。宣告しておくけれど阿良々木くん、あなたのＢＭＩ値が２０を超えたら、私は躊躇ちゅうちょなく別れるわよ」

「基準が厳し過ぎねえか」

　２０って。メタボリック症候群より厳しい。

「あ、でもその辺は大丈夫だと思う」

「？　えらく自信たっぷりね。どうして」

「いや、僕も最近気付いたんだけど、吸血鬼体質の数少ないメリットって言うか。吸血鬼の特性が肉体を健全な状態に保とうとするから、一定の数値を超えると自然にベストウエイトに戻るらしくって、つまり僕は太らないみたいなんだ」

　からーん、と。

　戦場ヶ原がフォークを取り落とした。

　愕然がくぜんとした表情である──て言うか何だその顔、見たことねえ。

　無表情キャラが崩壊している。

「ま、まあ、あくまで後遺症だから、神原ほど絞れるわけじゃないんだ。太るとこまでは太るだろうし。だからあいつが羨ましいことには変わりない──って、戦場ヶ原さん？」

「なんと妬ましい……」

　すげえ目で睨まれた。

「そんな反則的な技、私は絶対に認めない……そんな体質でありながら、私の増加を上から目線で責めていたとは……」

「い、いや、別に責めてはいませんよ？」

「いいわ、見ていなさい。怪異に頼る阿良々木くんに、人間の可能性を見せてあげる。増えた分の私をあっという間に減らしてあげる──ここに戦場ヶ原ひたぎ減量計画の発動を宣言するわ」

「げ、減量計画……」

　ダイエットじゃなくて？　大仰だな。

「ええ。これを食べ終わったらすぐに作戦開始よ！」

　言って戦場ヶ原は、ばくばくと、ケーキを手づかみで食べ始めた（フォークを落としたので）。すさまじい気迫で僕の取り置きケーキまで食べてしまう彼女。

　とりあえずこの場のケーキは食べ終わろうという辺りがやや心配な意志力ではあったものの、でも、無表情ながらも、ケーキのスポンジと一緒に、好きなものを好きでいられる幸せもかみ締めている戦場ヶ原に、二度も水を差す気にはなれなかったし。

　戦場ヶ原が幸せなら、ケーキを食べるまでもなく、僕は幸せだった。

　今日は最高の日だと、そう思えた。

　……ちなみに後日談を報告しておくと、戦場ヶ原はその後、神原のトレーニングに本当に同行し、冗談みたいな短期間で見事、減量を成し遂げたのだった。

　やはり彼女の根性だけは侮れない。


　まよいルーム
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　その日曜日、僕は自分の部屋で頭を抱えていた。

「やっべー。どうすんだよ僕。こんなことしちまって……あー。取り返しつかねー。馬鹿だ馬鹿だと思っちゃいたけど、まさか僕がここまで馬鹿だったとは。自分で自分のフォローができねえ」

　後悔の言葉をぶつぶつと、うわ言のように眩きつつ、僕はこわごわと顔を起こし、ベッドの上へと視線をやる。

　視線に込められた気持ちは、もちろん、『幻覚だったらいいのになー』である。

　そうだよ、夢じゃないのかな、これは。

　こんなことが現実にあるわけがないもん。

「諦めさん」

　と。

　ベッドの上で、行儀よく体操座りをした幻覚が、僕に話しかけてきた。

「どんなに救いを求める目で見たところで、私は消えてなくなったりしませんし、目が覚めることもないですよ、諦めさん」

　幻覚。

　もとい、八九寺真宵が。

「……いや、確かに今の僕に、それくらい相応しい名前はないけれど、正しく名は体を表しているともう現状諦めるしかないけれど、しかし八九寺、僕の名前は阿良々木だ」

「失礼。噛みました」

「違う、わざとだ……」

「噛みまみた」

「そうか、わざとじゃないのか……」

「噛み飽きた」

「そりゃそんだけ何度も噛んでりゃなあ……」

　いつものやり取りにも覇気がない。

　そりゃそうである。

　何せ今僕は、春休みやゴールデンウィークさえも比べ物にならないほどの、かつてないスケールで人生の瀬戸際に立たされているのである。

　顔を膝に埋めたくもなると言うものだ。

　八九寺が部屋にいる。

　小学五年生が部屋にいる。

　あろうことか。

　さて、この現状を説明するためには、時計の針を少しばかり巻き戻さねばならない──そう、それは一時間ほど前のことだった（本当に少しだ）。

　受験勉強の息抜きとばかりに、なんとなくサイクリングに出かけてみたら、道中、リュックサックを背負った後ろ姿、ツインテイルの小学五年生を発見したのだ。

「おお、八九寺じゃないか。久し振りだな」

　そう思ったところまでは憶えている。

　というか、そこまでは正気だった。

　が、その直後、僕は何かに導かれるように、八九寺のところへと駆け寄って、その矮躯わいくを抱え上げ、彼女を自転車の後部座席に縛りつけ、そのまま家に持って帰ってきたのだった。

「……誘拐じゃん」

　犯罪者になってしまった。

　しかも未成年者略取である。

　およそ考えうる限り、人類のなしうる最低の犯罪のうちのひとつじゃねえか。

「略取っていう言葉、噛みやすそうだよな……あはは」

　早くも思考が現実逃避を始めていた。

　意外と脆もろい精神構造をしている僕である。

「違う、僕が悪いんじゃない……、八九寺が可愛過ぎるのが悪いんだ……、そう、言うなれば僕は被害者なんだ」

「最低の言い草ですね、阿良々木さん」

リュックサックを背負ったまま、ベッドの上で、むしろ「いつか私がらみで何かの罪を犯すだろうとは思っちゃいましたけれど、とうとうやっちゃいましたね」的な目で僕を見ていた八九寺が、そこで「はー」と、大仰に嘆息してみせ、それから、

「あなたは相変わらず滅茶苦茶ですねー」

　と言う。

「道に憑く幽霊であるこの私を、おうちに持って帰ってきてしまうなんて。あまつさえ部屋に連れ込んでしまうだなんて。怪異のルールを完全に無視しちゃっています。忍野さんを驚かせるのは私ではなくあなたですよ」

「え。でも、お前って地縛霊から浮遊霊に二階級特進したんだから、もうどこにでも自由に行けるようになってんじゃねーの？」

　そう思っていたけれど。

「私自身の基本設定はそんなに変わらないですよ。人間と同じで、そこまでの自由度はないです。『どこにも辿り着けない』という、迷い牛の例の縛りがなくなっただけで。迷子でなくなったというだけで」

「ふうん」

「吸血鬼は、他人の家に入れないっていいますよね。住人の許可がないと扉を開けることができないとか──まあ、それと似たような感じです。私の場合、道が住処なんですよ」

「ふうん……道ねえ」

　道祖神みてーなもんか？

　そういや、そういうもんだと思って特に意識はしていなかったけれど、八九寺とは、迷い牛事件以後も、道路でしか会ったことなかったな。

「こういうネタバレの会話ができるのが、番外編のいいところですよね」

「メタなことを言うな。いや、滅多なことを言うな。番外編で逮捕されるかもしれない立場になってしまった僕の身にもなってみろ」

「大丈夫ですよ。私が言うのもなんですけれど、十年以上も前に死んじゃってる幽霊を拉致監禁したところで、犯罪にはなりません」

「最近はなるかもしれねーんだよ……」

　実在していないキャラクターの人権も守ろうという気運は、日に日に高まるばかりなのだ。

「まあいいじゃないですか。こうなってしまった以上、運を天に任せましょう。私もこうして男子の部屋に遊びに来るのは初めてですし、部屋デートと酒落込みましょう」

「部屋デートですか」

　ふむ。

　まあ、そうだな。

　済んでしまったことは仕方がない、諦めよう。

　諦めさんだ。

「トランプでもしましょうか。大富豪とか」

「お、いいね。だったら妹二人を呼んでこよう」

「救急車ルールありでいいですよね？」

「そんなローカルルール知らねえよ！」

というか、火憐と月火には、八九寺は見えないだろう（し、見えたとしても八九寺を紹介できない）ので、大富豪はそもそもできないが。

　八九寺もきっとわかってて振っている。

「しかし阿良々木さんの部屋は殺風景ですねえ。整理整頓が行き届いているというより、これはなんだか、殺伐としていると言ったほうが的を射ているような気がします」

「失礼なことを言うなよ」

「で、エロ本はどこに隠しているんですか？」

「神原と同じことを言うな！」

「まさかこのベッドの下に……エロ本の真上に私を座らせることで興奮を味わっているのだとすれば、あなたは類稀たぐいまれなる変態ですね」

「僕はそこまで類稀じゃねえよ！」

　極めてノーマルだ！

　というか、いつ妹達に部屋に侵入されるかわからない身としては、そんなスタンダードな場所に秘蔵の書を隠すわけにはいかない。

「へえ。じゃあ、どこに隠してるんですか？」

　八九寺からの問いかけに、僕は誇らしげに、にやりと笑って胸を張って答える。

「意表を突くというのがどういうことなのか教えてやるぜ、八九寺……僕の現在のエロ本の隠し場所は、妹達の部屋の中さ！」

「…………」

　八九寺が実に引いていた。

　いつでも（誘拐されても）、にこやかに僕を受け入れてくれる八九寺が、モノホンの変態を見る目になっている。

「それじゃあさすがの神原さんも見つけられないわけですよね……えーっと、阿良々木さん。あの、何ていうんでしょうか……、近寄らないでもらっていいですか？」

「ベッドの上で震えて怯えないでくれ」

　画的に酷い。

「二期があるとか劇場版があるとか、そんな噂もございますけれど、阿良々木さんがそのキャラを改めない限りは夢の夢ですね」

「ふっ。悪いが僕は僕らしさを捨てたりはしないぜ」

「だからその僕らしさが犯罪なんでしょうに。……ま、ベッドの下にそんな変なもんがないというのなら、いいでしょう」

「？　いいって、何が？」

「いえですから、寝床として」

　よっこらしょ、と、体操座りを崩し。

　八九寺は、そう言えば僕の知る限り初めてリュックサックを背から下ろし（アニメでは下ろしていたけれど）、そしてその蓋を開け、中身を探り始めた。

「すいません、阿良々木さん。ちょっと着替えるんで向こう向いててもらえますか？」

「え、何それ。振り？」

「違います」

　強く言われた。

　やむなく従う。

　しかし着替える？　何に？　どうして？

　そう言えば前に千石が部屋に来たときに似たようなシチュエーションがあった、とするとなんだ、振り返ったとき、八九寺は手ブラにブルマーという例のデザインになっているのかと思って、わくわく、もといどきどきしたけれど（言い直してもあまり印象が変わらない不思議）、しかしいつまでたっても「もういいですよ」の一言がない。

　鶴の恩返しに登場するお爺さんお婆さんの気持ちで、我慢できずに振り向くと。

「…………」

　左右の髪をほどいたパジャマ姿の八九寺が、ベッドですやすやと寝息を立てて、眠っていた。

　リュックを下ろし、髪を下ろした八九寺は──

　もう、ちっとも、蝸牛に似てはいなかった。

　可愛らしい、歳相応の女の子である。

「ああ、そう言やお母さんの家に行く途中だったんだっけ……だったらリュックの中には、寝巻きくらい入ってるよな」

　それに──歩き通しだったのだ。

　十年以上。

　実年齢以上にずっと、歩き通しだった。

　ならばさぞかし疲れたことだろう。

「んじゃま、ゆっくり休め。ぐっすり眠れよ」

　寝床くらい、いくらでも提供してやるから。

　安らかそうに、幸せそうに眠る八九寺の寝顔。

　そんな寝顔に僕はすっかり幸せな気持ちになり。

　今日を最高の日だと思えたのだった。

　……ちなみに後日、この犯行は羽川に露見することとなり、僕はとても残酷な仕打ちを受けることになる。

　永眠するかと思いました。


　するがコート
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　ついに神原と決着をつける日がやってきたと思えば、その日は日曜日だった。まあ紙幅もないのであえて詳しくは述べないが、最近の彼女は、もう目に余るというレベルを超越している。僕はともかくとして、戦場ヶ原にまで迷惑を及ぼしていることを思えば、事態はいよいよ深刻と言えよう。手遅れにならないうちに、一度お灸を据えてやるのが、正しい先輩のありかたである。

　この辺りで先輩としての威厳を示さないと、示しがつかない。

　で、そんなわけで、決闘である。

　僕は神原に果たし状を書いた。

　いやマジで書いた。

　毛筆で。

　こういうのは気分が大事だとばかりに、ホームセンターに行って用具を一式揃え、久々に硯すずりで墨を擦った。なかなか思うような字が書けず、それだけで土曜日のほとんどを消費してしまったけれど、まあそれはよしとしようじゃないか。

　指定した対決場所は町外れのスポーツセンターで、そして対決種目はバスケットボール、即ち神原の得意分野である。

　否、得意分野というより、全国区クラスの彼女にしてみれば、それはもう本拠地と言っていいだろう──ふふ、数学対決にでもしておけばまだ勝ち目はあるのにって？

　確かにそれなら勝てるかもしれないけれど、それじゃああの後輩に反省を促せないじゃないか。

　僕の目的は勝つことではなく、神原に普段の行いを猛省させることにあるのだから、対決種目はむしろ彼女にアドバンテージのあるものでなければならないのだ。

　そう。

　ワン・オン・ワンで、僕は神原を倒す！

「……あれ。阿良々木先輩、やけにスポーティな格好をして来たのだな」

　そんな風にいき込んで、気焔を上げて待ち合わせ場所に来た僕を出迎えたのは、ヒール系の靴にふりふりのスカートを穿いて、レースのあしらわれたブラウスなんかを着、髪にはピンクのリボンなんかをあしらって、正確にはゴスロリとは違うのかもしれないけれどとにかくゴスロリっぼく、過度に装飾された感じのファッションに身を包んだ神原さんだった。

　左手の包帯と絶妙にミスマッチ。

「…………」

　火憐に見立ててもらったバッシュを履いて、ハーフパンツにタンクトップのシャツ、あまつさえ頭にタオルを巻いて現れた僕とは対照的というか、二人でこうやって並ぷことで、なんだかコスプレコンビみたいになってしまった。

　いやいやいやいや。

　僕一人ならどうってことないだろ。

「えーっと、あのー、神原さん。つかぬことを、と言うか愚にもつかぬことをお訊き致しますが、その珍しい格好はなんでしょうか」

　思わず下手に出てしまう僕。

「あなたスカートとか穿くキャラでしたっけ？」

「？　いつもスカートだろう。制服だし」

「そう言われればそうだが……」

「まあ気を張ってお洒落してみたのは確かだがな。何せ、阿良々木先輩と二度目のデートだし」

「…………」

　果たし状の意図が伝わってなかった。

　こいつは人の話を聞かないだけじゃなく、人の文面も読まないらしい。

　なんだったんだ、最終的には妹達との羽根突きにまで及んだ、昨日の墨との戦いは。

　メールで済ませばよかった。

「いやさすが私の阿良々木先輩。袖のない服の似合いようと言ったらないな。ない袖は振れないという諺があるが、阿良々木先輩ならない袖さえも振ってしまいそうだ」

「それは本当に褒めてるのか？　あと、さすがにお前のものになった憶えはねえ」

「私の尊敬する阿良々木先輩、を略したのだ」

「略すな」

「阿良々木先輩に対してスタイリッシュだと褒めたところで、それは真っ当過ぎて決して褒めたことにはならないから、逆にお世辞やお追従でこんなことを言っているのだと誤解される心配がないから安心して言えるけれど、いや、実際なかなかいないそ。そんな格好よく、頭にタオルを巻ける人は」

「それは本当に褒めてないよな！？」

「そのスタイルで家から来たというのはすごい度胸だと、本気で感心する」

　にこにこして言う神原。

　本人的には、これでマジで褒めているつもりだというのだから、お灸の据えがいもあるというものだ。

「で、今日はどんなデートをするのだ？　何デートをするのだ、阿良々木先輩」

「頼むから手紙の一行くらい読んで来てくれ。こんなスポーツセンターに来て、バスケ以外にすることがあるか」

「他にも色々あるとは思うが……、ああ、なるほど」

　神原は頷いた。

「そんなこともあろうかとバスケットボールを持ってきてよかった」

「確信犯じゃなくてか！？」

　とことん読めない後輩だった。

　そして僕達は受付で使用料を二時間分支払い（デートではないので割り勘だ）、片面コートを借りた。ふたりだとそれでも広過ぎるくらいである。

　ウェアのレンタルもしていたけれど、神原は「このままがいい」とのことだった。正直な気持ちを告白すれば、活動的な神原にゴスロリファッションはあまり似合っているとは言いがたいのだけれど、どうやら本人的にはそれくらいのお気に入りらしく、脱ぎたくないらしい。

　まあ。

　そんなファッションで僕の相手をしようとは馬鹿にされたものだけれど、しかしいちいちそんなことに目くじらは立てまい。

　第一神原が服を脱ぎたくないなんて、とても珍しいことじゃないか──まあ、それもいつまで持つかわからないがな！

　ダブルスコアになったところで脱ぎたいと言ってももう遅いぜ？

「えーっと。じゃあハーフコートで、オフェンスとディフェンスを定めない、シュートを入れたほうの得点とするストバス方式にしようか、阿良々木先輩」

「好きにするがいい。ルールくらいは決めさせてやろう。シュートを決めさせてはやれないんだから」

「それはあまりうまくないな」

　神原からまさかの駄目出しが出た。

　が、これから圧倒的勝利を収める立場なのだから、それさえも許してやれる寛大な気持ちでいなければなるまい。

　ところで、どうして、バスケットボールという神原のフィールドで戦うにもかかわらず、僕がこうも自信たっぷりなのか、ひょっとしたら不思議に思う向きもあることだろう。

　まあ、それについてもあえて多くは語るまいが、ただひとつ、僕は昨日、神原の家に果たし状を届けに行ったあと、たまたま！ 本当にたまたま、持に理由はないけれど、忍におやつ代わりに血を飲ませてやっているので、身体能力が普段より格段に向上していることと、それは無関係ではないとだけ言っておこう。

　卑怯？

　かもしれない。

　だが、後輩のためにあえて魔道に身を落とす僕という立場に酔うことで、その辺の認識は曖昧にぼかしておくことにした。

「さあ神原！　勝負だ！」

「応！」

　そして僕はドリブルで、神原に切り込んだ──そのあとのことはよく憶えていない。

　八九寺を見かけたときとかによく発病する僕の持病、即ち最近はやりの記憶喪失という奴だ。

　え、もうはやってない？

　まあその辺りのことも含めて忘れたのだ。

　確かなのは、二時間後、スコアボードが１２０対０の、ダブルスコアどころか、スコンクを示していたということである。

　バスケでスコンクって。

　ありえるのかよ。

「いや、零敗と日本語で言えば、なんだか負けてないみたいな気分になれる……」

「阿良々木先輩も意外とポジティブだな」

　動きっぱなしで、さすがに汗をかいている神原が、コートにうなだれる僕に話しかけてきた。見れば彼女は右手だけでボールを持っている。どんな握力なんだよ。

「それに、二時聞、私とプレイし続けられるとは大したものだ。いや、慰めに聞こえるかもしれないが」

「……そう思うのなら少しは手加減とかしろよ」

　１２０対０って。

　一分あたり一点取られてる──という言い方をすれば、逆に多少は健闘したみたいな風に聞こえなくもないのだろうか。それともこれも無駄にポジティブなのだろうか。思考がぐるぐるする。あと視界も。

「手加減だなんて」

　神原は笑う。

「折角、久し振りに全力でバスケットボールができるのに、そんなこと」

「…………」

「左手がこんなことになってしまっている私の相手をできるのは、吸血鬼の力を付与された阿良々木先輩くらいのものだからな」

　ありがとう、と。

　神原は片手にバスケットボールを持ったまま──深々と、頭を垂れた。

　そうされて、僕は何も言えない。

　やれやれ。

　本当に、なんでもかんでも自分にいいように解釈しやがって、この後輩は──随分長い間バスケットボールから離れているお前が最近なんだか元気がなくて、なのに相変わらず元気に振る舞うお前の態度が目に余って、戦場ヶ原が心配してるなんてこと、僕は少ししか、思ってねえっての。

　バスケットボール部のエースのプレイが真近も真近の特等席で見れたんだ。先輩相手にまったく容赦のないダンク、そして彼女の生き生きとした幸せそうな笑顔が見れたんだから──

　そりゃあ僕も幸せな気持ちになろうというものだ。

欲を言えば、そりゃあ勝ちたかったは勝ちたかったんだけど、ま、それでも、今日は最高の日なのだろう。

　……ちなみに、大胆に動き回った彼女のスカートの中身がどんな風だったのか、僕はうっかり見てしまったけれど。

　それはここだけの秘密である。


　なでこプール
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　千石が水泳を教えて欲しいと言うので、その日曜日、僕は果たしていつ以来だろう、市民プールを訪れることになった。さすがに自転車ではちょっとしんどいという距離だったので、バスをいくつか乗り継ぐ形になる。

「しかし千石、泳げるようになりたいと言うのなら、神原とか火憐ちゃんとかに教わってもいいんじゃねーのか？」

　バスの中、二人掛けの椅子で隣り合ってから、道中、僕がそんな風に訊くと、

「そ、そうだけど」

　と千石は口ごもった。

「神原さんや火憐さんの貴重な時間を、撫子のために使わせちゃったら申し訳ないし」

「…………」

　なんだろう、その卑屈な態度は。

　と言うか僕の時間は使わせちゃっていいのか。

　そうは見えないかもしれないが、これでも一応、受験生なのだが。 時は学歴なのだが。

「それに、暦お兄ちゃんも、泳ぐのは得意なんでしょう？ この前、そう言ってたよね」

「まあ自慢するつもりはないけれど、少なくとも苦手ではないな」

　女子中学生を相手に見栄を張っているのではない。

　本当である。

「子供の頃はあの妹達に連れられて、川で泳ぎまくっていたものだぜ。あいつらからは河童と呼ばれ尊敬を受けていたくらいだ」

「うん、格好いいね！」

　珍しく、力強い頷きを見せる千石。

「撫子の尻子玉も取って欲しいな！」

「…………」

　この子のセンスはたまに独特だな。

　河童というニックネームを格好いいというところまで含めて（突っ込んで欲しかった）。

　あるいは神原の奴が、千石をこんな風に教導しているのかもしれない。だとすればあの後輩を一度、きつく締め上げておく必要がありそうだ。

「千石は泳げないのか？」

「うん。暦お兄ちゃんに泳ぎを教えてもらうために、撫子は泳げないんだよ」

「なんだその理由」

　本末転倒的な。

「学校の授業でもビート板を使って泳いでるんだ」

「……それ、画的にはたぶんぎりぎりだな」

　常にヴィジュアル化に関し、危険の伴う少女だった。

　まあそんな、益体もない会話をしながら、目的地である市民プールに到着。郊外とは言えちゃんとした舗装道路なので、そんなにバスが揺れた覚えもないのだが、隣に座る千石がやけに僕に身体をぶつけて寄りかかってきて、その頃には僕は片肩を若干痛めてはいたけれど（とんだショルダータックルだ）、まあ、泳ぎに支障を来たすほどではない。

　入場券を買って、受付で一旦千石と別れる。

　更衣室に入る前から既に塩素系の匂いが漂っていて、そして中に入ってみれば、その香りは更に強くなる。懐かしいと言えぱ懐かしい──川はともかくとして、市民プールに限らず、プールそのものが、第一久し振りだし。

　僕が現在通う私立直江津高校は、進学校ゆえなのかどうなのか、プールがそもそもないので、高校生になってからこっち、そう言えば泳いだことがないのだ。

　そういう意味では僕は水泳動作についてかなりのブランクがあるわけで、まったく不安がないわけではないのだけれど、まあでも、自転車の乗り方と同じで、泳ぎ方っていうのは一度憶えたら、忘れるようなもんじゃねーからな。

　千石に僕のバサロ泳法を見せてやろう。

　自慢するつもりはないとは言っても、たまにはそんな誇らしい思いをしてもいいじゃないか。千石は僕を尊敬してくれる数少ない人間のひとりなので（ちなみにこのカウントに神原は入れていない）、こういう機会は大切にしていきたい。

　昨日月火の見立てでデパートで買ってきた、ハーフパンツみたいなデザインの水着に着替え、荷物をコインロッカー（百円玉が返って来るタイプ）に預けて、鍵を手首に巻きつけてから、僕はプールに向かう。

　プールへの入り口でシャワーを浴びせられる。

　小学生の頃、よくこのパートで「滝に打たれる修行僧」ごっこをしたものだなどと、比較的トラウマに近い不要な記憶を回想しつつ通り過ぎて、そしてその先に、８レーンの５０メートルプール。

　無駄に本格的。

　税金の使い道としては、はなはだ浪費と言えよう。

　日曜日ゆえにがらすきとまでは言わないにせよ、かなり人もまばらだし──しかし。

　しかし。

　そのまばらな、広い施設に点在する形の皆さんは、今、心をひとつに、一点を集中して見ていたのだった。

　僕の視点も自然、そこに引き付けられる。

　正確に言えば、そこにいる少女──千石撫子に引き付けられる。

　男子の僕より着替えが早いってすげーな、鈍そうに見えて案外機敏なんじゃないのこの子、あ、ひょっとしたら最初から下に着てきてたのかな、なんて感想を持つ間もなく引き付けられる。

「…………」

　千石と二人でプール、その文言から何を連想するかと言えば、やっぱりそれは、千石のスクール水着姿に他なるまい。

　いやその考え方も大分神原に毒されている気がするけれど、まあまあ女子中学生を相手にする上では真っ当な発想のはずだ。

　が、千石の姿はその予想を裏切った。

　彼女はスクール水着ではなかった。

　もう少し具体的に言うと、彼女が着用しているのはスクール水着ではなく、非常に布面積の少ない、あっちこっちが紐みたいになっている、グラビアでも見たことがないような過激なビキニだった。

　限りなくヌードに近い。

　昨今水泳業界では、水の抵抗を極力減らすために全身を覆うボディスーツのような水着が台頭し、果たしてそれは水着と言えるのかどうかと大いに物議をかもしたものだが、そういう風潮の真逆を行くような、実にアンチテーゼ的、世間に一石を投じるデザインである。

　世間に千石を投じるという新しい諺が生まれかねない、酷い裏切りと言えよう。

「あ……暦お兄ちゃん」

　さすがに泳ぎやすいようにだろう、前髪を垂らしてはいなかったけれど（軽くおさげに結わえている）、しかしやっぱり俯き加減に目を伏せ、所在なさそうにしていた挙動不審気味の千石が、立ち止まって一歩も動けない僕を発見し、ほっとしたような顔で、とてとてとこちらに寄ってくる。

　こっちに来んなと危うく言いかけたけれど、すんでのところで思いとどまる僕である。

「うわあ、暦お兄ちゃん、すっごく筋肉質だね。素敵」

「お、おお」

　僕の肉体の感想を述べる千石に、うまく応えられない僕。

　余談だが、僕の肉体美は吸血鬼性によるものなので、これは何の自慢にもならない。ドーピングみたいなものだ。

「それに水着も格好いい」

「ああ……いや、こんな水着、あまりに普通で申し訳ないというか……まあ、昨日買ったんだけど」

「へえ！　撫子もだよ。撫子も昨日買ったんだ。どう？ どうかな？ この水着。撫子、ちょっと冒険してみたんだけど」

「うん……確かに、それはちょっとした冒険だな」

　言葉に詰まり、思わず轟轟戦隊ボウケンジャーのリーダー的な返しをしてしまう僕である。

　真実、それは、ダイの大冒険より大冒険な水着だ。

　どこで買ったのだろう。

　少なくともデパートには売ってなかったと思う。

　つーか中学生にこんなもん売るな。

　直視できず、僕は思わず目を逸らしてしまう。

　さっき、プールに来ている人がみんな千石を見ているみたいなことをいきおい言ったが、そういう意味では、誰も見ていない。

　あれは見ちゃあ駄目なんじゃないのかというような感じで、全員の視線が気まずく泳いでいるのだった。

　プールだけに。

　立地条件的にそもそも家族連れが多い施設だから、それもさりありなんである。夕食時の家族団欒中に、テレビでラブシーンが流れてしまったような？ いや、色気というより、犯罪の匂いが限りなくするので、かかわり合いになりたくない的な空気がプール内に流れている。

　流れるプールでもないのに。

　実際、まだ成長過程にある千石の身体の肉付きは非常に薄いので、あばらの辺りだったり、腰のあたりだったりは骨が浮いて見えて、あるいは別に鍛えているわけでもない弱々しい腹筋が、それでもはっきり皮膚一枚下に浮き出ていたりで、なんかこう、見ていて痛々しい。

　どう、と訊かれても、僕の素直な感想は「なんだか可哀想」である。

「……どう？」

　千石が繰り返し、訊いてきた。不安そうな瞳で。

　いや。

　でも可哀想、とはとても言えない。

　千石の瞳からは、ひょっとして自分は大冒険ではなく大失敗をしたのではないかという焦燥が、あらん限りに見て取れる。今にも泣き出してしまいそうだ。

　これはいけない。

　千石の中学生日記に、悲しい思い出が刻まれてしまう。

　ファッション選択のミスというのは、女子にとってはかなりの痛手、大ダメージじゃないか。

　ああ、僕はなんて馬鹿野郎なんだ。

　内気な女の子の、大胆になりたい、変身したいという乙女心を、どうして僕は理解してやれないのだ。

　考えてみれば。

　蛇に巻き憑かれた彼女のエピソードを思い出してみれば──こんな風に肌を外に、堂々と露出できるようになったというのは、いいことかもしれないじゃないか。

　ならばここは褒めよう。

　褒めの一手だ。

　僕が世間からどう見られるかとか気にしている場合ではない、もうどうでもいい。むしろ千石の行動を予想して、ブーメランパンツを穿いてこなかった自分が恥ずかしいくらいだ。

「いやいやすげー似合うよ千石。マジぷっちぎってる。こりゃあ今年の夏はお前がリードするな。なんなら学校のプールでもそれで通しちゃえばいいと思うぜ」

「う、うん、わかった……暦お兄ちゃんがそう言うんだったら」

　千石はすごく幸せそうに、そう微笑んだ。

　それを見たら僕も幸せな気持ちになり。

　今日を最高の日だと思えたのだった。

　……ちなみに僕はその後、心なし閑散度の増したプールにおいて、自分を慕ってくれる女子中学生を前に大恥をかくことになる。

　いや、吸血鬼って泳げないんだってさ。


　つばさソング




　０００




　その日曜日は珍しく、二人の妹、火憐と月火に叩き起こされてではなく、羽川から届いたメールの着信音で、僕は目が覚めた。普段は携帯電話のメロディくらいものともしない深度を誇る僕の眠りなのだが、相手が羽川というだけでこの寝起きの良さなのだから、我ながら現金なものである。まあ例によって非常に改まった、しかも決して短くない長さの文面だったので、それなりに解読に時間を要したけれど、誰にでもわかるように僕なりに翻訳すれば、

『デートしよっ（はあと）』

　という感じだった。

　……いや嘘じゃないって。

　大丈夫、僕は発狂してない。

　僕はその日入っていた予定をすべてキャンセルし（嘘である。別に何の予定もなかった）、指定された待ち合わせ場所にチャリを漕いで向かったのだった。

　羽川は当たり前みたいに僕よりも早くそこに来ていて（そして当たり前みたいに制服姿だった。まあ制服デートというのも、近頃は珍しくない）、

「やっほー。じゃ、行こっかー」

　などと、実に気楽な調子の笑顔で、僕を先導した。

　どこに連れて行かれるのか、まあやっぱこれは図書館とかいうオチなんだろうな、いや日曜日は図書館は休みだったっけ、なんて思いつつついて行ってみると、驚くなかれ、途中電車に乗って（自転車は駅前の駐輪場に停めた）、辿り着いた先は、午前中から開いているカラオケボックスだった。

「……カラオケ？」

「うん」

　僕が二の句を継げずにいるうちに、羽川は「二人です。三時間お願いします」と、てきぱき受付を済ませてしまっていた。

　なんだこの強引な手際。デートと言うなら、これは実に男らしいデートプランだった。「黙って俺について来い」的な、いちいち僕の確認や同意を取らないことの運び方に、惚れ惚れする。マジで見習いたい。

　そして熱唱だった。

　羽川さんは歌いまくった。

　恥ずかしながら僕はカラオケに対する経験が非常に薄く、というか羽川の前で歌を歌うという行為自体に非常に抵抗があることもあって、リモコンを操作しあぐねていると、彼女が、

「じゃあ私から」

　とマイクを手に取り、歌い始めてしまったのだった。迷いと照れから僕が自分の曲をいつまでも入力しないので、

「じゃあ次も私が歌うね」「次も私が歌うね」「私が」

　と、いつまでも羽川のターンである。

　ソロライブと言っていい。

　第三者から見れば「お前何やってんだよ」と言われても仕方のない、流されっぱなしの状況ではあるけれど、いやしかしもうひとつ聞いて欲しい。

　羽川の歌を聞いて欲しい。

　死ぬほどうまいのだ。

　歌の上手さを取り上げて「死ぬほど」と言うのは表現として腑に落ちないと言うのだったら、生き返るほどうまいと訂正しよう。こちらは、何度も死んでは何度も生き返っている吸血鬼体質な僕が言うのだから、間違いのない比喩である。

　どうやら羽川は同室している人間の知らない曲を歌うのはマナー違反だと考えているようで、歌っている曲はどれもこれも、僕でも知っているような有名なポップソングばかりだったけれど、メジャー過ぎて誰もが聞き飽きているほどのそんな曲群で、羽川は見事に僕の心を打つのだった。

　ゆえに聞き惚れてしまって、歌本をめくる暇など、一瞬もないのだ。

　思わず姿勢を正してしまう。

「お粗末さまでしたー。あれ？　え？　阿良々木くん、まだ入力してないの？ だったら、次も私が」

「ちょっと待ってちょっと待ってちょっと待って、羽川さん。ノリノリな羽川さんも素敵だけどちょっと待って」

　僕はリモコンに伸びる羽川の手を止めた。これ以上聞かされたら、感動して泣いてしまいかねない。

　それはさすがにまずかろ？

「休憩。休憩しよう。一旦落ち着こうぜ、ここは初心に返ろう」

「？　別にいいけど」

　ようやくマイクを置いて、座る羽川。

　彼女は立って歌っていたのだ。

　歌って踊れる委員長である。

「しかし意外だな……羽川って、カラオケなんてしないイメージだったけど。どれだけ通えば、そこまでの喉を育てることができるんだよ」

「え？　いや、カラオケは初めてだけど」

「…………」

　きょとんとした羽川の返しに、僕もきょとんとなってしまった。

「初めて？　え、でもリモコンの操作とか、すげー手馴れてたじゃん」

「こんなの、大体見ればわかるでしょ」

　羽川はごく当たり前のように言う。

　こう見えて羽川は、意外とマニュアルを読まないタイプの人間らしい。

　マニュアルを読むまでもない人間と言うべきか。

「えー……でもでも、お前の歌、僕がうまいと思ったとか、そういう感覚的なもの以前に、画面の点数も全部百点だったじゃん」

「わかんないよ、そんなこと言われても。誰が歌っても百点が出るようになってるんじゃないの？ 大吉しか入ってないおみくじみたいなものでさ」

「そうなのか……？」

　よく知らないけれど、カラオケの採点基準は非常に判定がシビアだと聞くのだが……なんにせよ、こいつ、学校のテストじゃなくても百点しか取らないんだな。

　無茶苦茶だ。

「人前でひとりで歌を歌うなんて、小学校の音楽の時間以来だから、そんなにうまく歌えてはないと思うよ。もう、阿良々木くん、お上手なんだから」

「だからお前の歌ほどじゃねーんだよ。何者だよお前は。まだしも、今日のために昨日、ひとりでここにこもって六時間特訓しましたって言ってくれたほうが、素直に褒められるよ」

　ぶっちゃけ今、実は結構引いてるぜ、僕。

　行き過ぎた感動は人に恐怖しかもたらさない。

「そもそも羽川、画面見て歌ってないよな」

「うん？　だって、歌詞は暗記してるし」

「僕も人のことを言えないけどさ、なんでカラオケも普通にできないんだよ、お前は」

　言ってから、は、と僕は絶句する。

　普通にできない。

　それは羽川にとっては、実のところ深刻な悩みであって、だからこそ、ゆえに二回の猫騒動──ゴールデンウィークとつい先日、二回の、猫にまつわる物語は、どうしようもなく起こったのだから。

　なんて迂闊うかつな発言を、僕はしてしまったんだ──と、後悔する暇も、しかし僕に与えることも無く、羽川は、

「そーだよねー」

と、普通に頷いたのだった。

「でも、こないだのことでつくづく思ったけれど、普通にしようという考え方自体が、普通じゃないよね」

「…………」

「そう。普通になろうという目標には、夢がない」

　だから悪夢を二度も見ることになっちゃったんだろうね、私は──と、羽川は、僕にというよりも、自分に言い聞かせるように言う。

「むしろ普通の人は、普通でなくなろうと願うもんだよね。普通を目指すこと自体、自分が普通じゃないことを認めちゃってる。その辺がなんかこう、ちぐはぐになっちゃってたよね、私は。阿良々木くんにもその件では、色々とご迷惑をおかけしました」

　おどけるようにではあったけれど、そういう羽川は、本当に、心の底からそう思っているようでもあった。

「今までの私が間違っていたとは思わないけれど──それがよくなかったとは思うよ。正しいばかりじゃ、正解には辿り着けない。自分を抑え込み過ぎないで、それなりに個性を発揮しないと、いつまた猫に魅せられるかわからないや」

「……そうだな」

　そう、かもしれない。

　結局──猫はもうひとりの羽川であり、もっと言えば羽川自身であり、いくら忍の力を借りて撃退しようとも羽川がいる限りは、消えてなくなったりはしないのだ。

　忍野は二十歳を基準にしていたけれど──羽川も、それをただ待ってはいられまい。

　それまでずっと──それからもずっと。

　羽川は自分の中の猫と、向き合っていかなければならないのだ。

 抑え込むのではなく──抱き込むように。

「そんなわけでね、これからはあんまりストレスや鬱憤うっぷんを溜め込まず、色々とストレス発散していこうって思うんだ。今日はその第一回」

「ん。ああ、それで」

　それでカラオケなのか。

　大声を出すのは、確かにストレス発散にはもってこいらしいし。

「なんだ、そういうことだったのか。それならそうと言ってくれればいいのに。てっきりデートかと思って、浮かれちまったぜ」

「そんなこと、メールにはひと言も書いてないけど」

「そうだっけ」

「行間を深読みし過ぎ。戦場ヶ原さんがいるのに、そんなことするわけないじゃない」

　と、にこやかに笑う羽川。

「でも、そうだね。先に言っておけばよかったかな。それこそ一人で来てもよかったんだけど、やっぱり初めてだから怖くって」

「まあ、緊張はするよな。それは羽川でも同じか。まあ、相わかったよ。ストレス発散の憂さ晴らしをしたいときには、声をかけてくれ。今日みたいに、いつだって付き合うからさ」

「ほんと？　いいの？」

「当たり前だろ。僕が羽川の頼みを断るわけがないだろうが」

「じゃ、早速お願いしよっかな」

　言って羽川は、肩に下げていた可愛らしい、ゆえに制服にはやや不似合いなポシェットから、革のケースが装着された二対の散髪用ハサミを取り出したのだった。

「阿良々木くんにはぜんっぜん関係ないんだけど、私ってこないだ失恋しちゃってさ。だから色々吹っ切るために」

　笑顔で言う。

「この三つ編み、阿良々木くんがばっさり切っちゃってくれるかな？」

「…………」

　今日の本題は、どうやらそれだったらしい。

　そう言えば羽川のストレスの原因は僕でもあるのだった。

　ストレス発散というには若干重い行為、というか僕に対する嫌がらせにも似た意趣返しだったけれど、まあそれでも、そんなことを言ってハサミを僕に差し出す羽川のいたずらっぽい猫のような笑顔は、まるっきりとは言わないけれど、なんとなく楽しそうでもあって、幸せそうでもあって。

　僕も幸せな気持ちにされたのだから仕方ない。

　今日はやはり、最高の日。

　……ちなみにそれはその場限りの冗談ではなく、羽川は本当に僕に自分の、二本の三つ編みを切らせた。断髪を強要した。信じられねえ。店に迷惑をかけないよう、あらかじめハンドクリーナーを用意していたあたりも確信犯じみている。もちろん後日、羽川はちゃんと美容院で揃えてもらったらしいけれど。

　ふた房の三つ編みは、今も僕の部屋にあるのだった。

